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研究要旨 

都市部・農村部の住民の生活習慣調査結果をもとにして、パーソナルヘルスレコード

（PHR）を活用した生活習慣改善支援プログラムの開発を行う。さらに、開発した生活習慣

改善支援プログラムを実際に地域での介入研究を行い、プログラムの効果を検証する。 

本研究全体では、都市部・農村部住民に向けた「PHR を活用した自身での健康管理の定

着」、「健康ステーションにおける健康増進指導・支援」、「地域医療機関との連携」の 3 本柱

による包括的な健康サービスモデルを確立し、生活習慣病の発症・重症化予防、介入の 効

果を明らかにすることを目的としている。令和 5 年度は『PHR を活用した健康ステーション

での健康指導・支援、医療機関との連携 による包括的な生活習慣病の発症・重症化予防プ

ログラムの開発』に向けて、糖尿病およびその予備軍を対象とし、先行研究の調査を進め

た。さらに、先行研究の調査結果と、これまでに進めてきた持続血糖（isCGM：intermittently 

scanned continuous glucose monitoring）を用いた 2 型糖尿病患者への介入研究の経験をもと

に、予防介入プログラムを開発し、そのフィージビリティ確認を行い、研究実施上の注意事

項を抽出した。 

 

Ａ．研究目的 

『生活習慣病の発症および重症化予防に対す

る経済状況の影響、社会経済要因の検討』の

結果をもとに、パーソナルヘルスレコード

（PHR）を活用した生活習慣改善支援プログ

ラムの開発を行う。 

PHR は、健診データや病院などで実施さ

れた採血データ、薬剤処方などの医療情報だ

けでなく、個人の生活情報であるライフログ

までが一元管理され、健康増進や疾患予防に

役立てられることが期待されている。しか

し、集められたデータをどのように個人の生

活習慣に関連付け、生活習慣の改善に役立て

るのかについては十分に検討されていない。
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そこで今回、PHR を活用した生活習慣改善

支援プログラムを開発し、地域での介入研究

によりそのプログラムの効果を検証すること

にした。 

 

Ｂ．研究方法 

生活習慣病の発症および重症化予防に対する

経済状況の影響、社会経済要因の検討によっ

て、京都市統合データベース、及び、都市

部・農村部の住民を対象とした質問紙調査か

ら抽出された健康課題から、それらを解決す

る PHR データを活用した生活習慣改善支援

プログラムを開発する。以下の流れで実施し

ている。 

『PHR を活用した健康ステーションでの

健康指導・支援、医療機関との連携による包

括的な生活習慣病の発症・重症化予防プログ

ラムの開発』に向けて、『生活習慣病の発症

および重症化予防に対する経済状況の影響、

社会経済要因の検討』と連携し、糖尿病およ

びその予備軍を対象としたプログラムにする

こととし、先行研究の調査を進めるととも

に、我々がこれまでに進めてきた都市部と農

村部での生活習慣における課題についての調

査結果をもとに生活習慣病の発症および重症

化予防プログラムの開発を行った。 

１．支援（予防介入）プログラムの開発 

地域医療や地域の健康支援に携わる医療者、

ヘルスプロモーターを構成員とする支援プロ

グラムの開発グループを作り、食事・運動な

どの生活習慣と血糖値改善のコツについて学

ぶ研修を開発する。 

特定の疾病患者を対象とはしないが、生活習

慣が大きく影響する糖尿病や高血圧などの発

症・合併症の予防等について、実際に PHR

データを見ながら学ぶ。さらに、行動変容に

よって、PHR の測定値変化を生活習慣改善

の動機づけとして活用する[1,2]。具体的に

は、持続血糖（isCGM）を用いることで、普

段は意識することはない食後血糖値の食事や

運動による変化や、一日の活動量、心拍数な

どについて、ヘルスプロモーターとともに振

り返ることで、生活習慣改善の行動変容を促

す。 

２．先行研究の調査 

糖尿病患者における心血管イベントの発症予

防を目的に、血糖値および高血圧のコントロ

ールを厳格化する強化療法の効果に注目が集

まっているが、強化療法群でむしろ心血管イ

ベントが増加するなど、生活習慣病治療時の

アドヒアランスを高めるための支援が求めら

れている[3,4]。 

間歇スキャン式持続血糖測定器（isCGM）

を用いることで、1 型糖尿病に関しては低血

糖時間の減少することが報告されている [6-

7] 。基礎・追加インスリン療法をしている 2

型糖尿病の前後比較試験で目標範囲内（70-

180mg/dL）に入る割合の増加が報告されてい

るが [8]、非インスリン療法中の 2 型糖尿病

に対する有効性は明らかではない[9,10] 。す

でに、我々は国内の薬局において糖尿病や高

血圧の患者へ短時間であっても動機付けを行

うことで、血糖値や血圧の改善効果があるこ

とを報告している[11,12]。また海外では、介

入手法は異なるものの、薬局で生活習慣改善

の支援を実施することにより患者アウトカム

が改善することは、糖尿病、高血圧、喘息、

冠動脈疾患リスクなどで報告されている

[13]。 

３．フィージビリティ確認の実施 

健常者 10 名程度を対象にフィージビリティ
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試験を実施し、教育プログラムの実装可能性

や問題点を検証した。以下の項目について研

究で実施する際の使用感と注意点について確

認し、課題を抽出した。 

１． スマホアプリのインストール 

以下のアプリのインストール時の問

題：健康日記、Dexcom G6、

Dexcom CLARITY、Mi Fitness/ 

Google Fit・Zepp Life 

２． デバイスの使用 

使用感、懸念点を収集 

Xiaomi Smart band、Dexcom G6 

３． 日記記録 

10 日間記録の実施可能性 

４． 結果レポートの共有 

 

Ｃ．研究結果 

■教育プログラム開発専門家会議：前年度の

調査を基にして、健康支援の教育プログラム

開発の専門家会議を実施した。また、今日の

際に配布するリーフレットなどの資材も作成

した。 

■現状の確認とタッチポイント視察：地域の

行政担当者との打ち合わせや、タッチポイン

トの視察を実施した。行政が現在地域で実施

している健康支援の教室（体操教室など）へ

の参加や予備調査を実施し、プログラム実装

の可能性を検討した。 

■フィージビリティ確認の結果：複数のアプ

リをインストールする際の ID、パスワード

の管理、Xiaomi のサインアップ（アカウン

ト作成）や、Apple Watch と Xiaomi の違いな

ど複数の問題点が明らかとなったことから、

本研究の実施計画や運用に反映させた。 

＜抽出された問題点（一部）＞ 

・複数アプリのインストールおよび連携手順

をわかりやすくしておく必要がある（アカウ

ント作成の際の ID およびパスワードの事前

確認を含む） 

・スマホの機種によって、各アプリ間の連携

（同期）がスムーズにいかない場合があるた

め、トラブルのパターンを想定しておく 

・持続血糖測定（DexcomG6）や活動量計

（Xiaomi Smart band）の使用におけるトラブ

ルや不安（デバイスのアラート表示等）に対

する対応策を準備しておく 

 

Ｄ．考察 

PHR データと健診データを活用することで、

地域の健康課題に即し、実装可能な健康支援

プログラムを開発することができた。 

 

Ｅ．結論 

地域住民が持つ健康課題に即し、PHR データ

を実施可能な健康支援プログラムの開発を行

った。令和 6 年度は、開発した予防介入プロ

グラムの効果検証を進める予定である。 

 

Ｆ．研究発表 

なし 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

該当せず 
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